
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日
提
出

質

問

第

六

号

い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
に
関
し
一
般
人
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
菅
官
房
長
官
の
発
言
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

6



い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
に
関
し
一
般
人
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
菅
官
房
長
官
の
発
言
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
の
記
者
会
見
で
、
菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
「
共
謀
罪
」
の
構
成
要
件
を
厳
格
化
し
た
「
テ
ロ
等

準
備
罪
」
を
新
設
す
る
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
の
第
百
九
十
三
回
国
会
提
出
に
関
し
て
、
「
一
般
の
方
が
対
象
に
な
る
こ
と

は
あ
り
得
ず
、
テ
ロ
の
準
備
行
為
が
あ
っ
て
初
め
て
罰
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
に
疑
義

が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

菅
官
房
長
官
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
一
般
の
方
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
に
お
い
て
、
一
般
の
方
が
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。

三

一
般
の
方
が
対
象
に
な
ら
な
い
と
明
言
す
る
か
ら
に
は
、
そ
う
し
た
規
定
を
法
律
で
明
確
に
す
る
と
い
う
意
味
な
の
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

次
に
例
示
す
る
も
の
は
、
菅
官
房
長
官
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
一
般
の
方
」
に
該
当
す
る
の
か
。
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
の

理
由
も
示
さ
れ
た
い
。

あ
）

民
間
企
業
に
勤
務
す
る
社
員
が
居
酒
屋
等
で
上
司
を
殺
害
し
よ
う
と
謀
議
す
る
場
合

一



い
）

国
政
政
党
の
幹
部

う
）

労
働
組
合
の
幹
部

え
）

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
で
い
う
と
こ
ろ
の
暴
力
団
の
幹
部

お
）

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
で
い
う
と
こ
ろ
の
暴
力
団
の
構
成
員

か
）

国
際
的
な
犯
罪
集
団
で
あ
る
マ
フ
ィ
ア
の
幹
部

き
）

国
際
的
な
犯
罪
集
団
で
あ
る
マ
フ
ィ
ア
の
構
成
員

く
）

国
際
的
な
犯
罪
集
団
で
あ
る
マ
フ
ィ
ア
へ
の
日
本
人
の
協
力
者

け
）

沖
縄
で
在
日
米
軍
基
地
建
設
の
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
幹
部

こ
）

沖
縄
で
在
日
米
軍
基
地
建
設
の
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー

さ
）

イ
ス
ラ
ム
国
の
幹
部

し
）

イ
ス
ラ
ム
国
の
主
張
に
共
感
し
、
そ
れ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
の
若
者

す
）

公
安
調
査
庁
か
ら
監
視
対
象
に
さ
れ
て
い
る
団
体
の
幹
部

せ
）

公
安
調
査
庁
か
ら
監
視
対
象
に
さ
れ
て
い
る
団
体
の
主
張
に
共
感
し
、
そ
れ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
大
学
生

二



そ
）

官
邸
前
な
ど
で
反
原
発
を
主
張
し
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
幹
部

た
）

官
邸
前
な
ど
で
反
原
発
を
主
張
し
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
主
張
に
共
感
し
、
そ
れ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

大
学
生

ち
）

国
会
前
で
安
全
保
障
法
案
成
立
等
の
反
対
運
動
の
た
め
に
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
た
団
体
の
幹
部

五

右
の
一
か
ら
四
に
つ
い
て
、
法
案
提
出
前
で
あ
り
、
答
弁
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
菅
官
房
長
官
の
、
組
織
犯

罪
処
罰
法
改
正
案
に
対
す
る
発
言
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
発
言
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


